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 寒冷の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。先日、宇都宮市による学習内容定

着度調査が実施されました。３月末には結果や分析が本校のホームページに掲載されますのでご覧ください。さ

て、今年も残すところわずかとなりました。今年の冬休みは１２月２６日（水）から１月７日（月）までです。

４月からの学習を振り返り、その定着を確認するいい機会ですので、時間を有効に活用しましょう。３年生はい

よいよ受験もはじまります。体調に十分注意して実力アップを目指してください。 

 

１ 冬休みを生かして 
 

冬休みになり、ご家族の団らんも増える時期かと思います。話題

にしていただきたく３つの調査の結果をご紹介します。ご存じの通

り、一年間で国・県・市において学力調査が行われていますが、同

時にそれぞれ質問紙調査も行われております。どの調査でも子供たちに「家の人との関わり」を尋ね

ていますのでご覧ください。 

 

H30 ４月実施 ３年生 全国学力学習状況調査・アンケートより  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H30 ４月実施 ２年生 とちぎっ子学習状況調査・アンケートより  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 
 

   質 問 内 容 本校 宇都宮市 栃木県 

家の人と学校でのできごと 

について話をしている。 

８０．０ ８０．８ ８０．４ 

家の人と将来のことについ 

て話すことがある。 

７１．２ ６９．１ ６５．９ 

家の人はあなたがほめても 

らいたいことをほめてくれる 

７０．８ ７４．５ ７１．４ 

家の人と学習について話を 

している。 

８３．８ ８２．４ ７７．４ 

星が丘中学校 



H２９ １２月実施 １年生  宇都宮市学習内容定着度調査・アンケートより  

 （現２年生）  ※肯定割合：「とてもあてはまる」「あてはまる」と回答した割合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 冬休みの学習について 
 

 冬休みは年末年始の行事が続き、生活習慣が乱れがちになりますが、冬休みの 

１３日間を有効に利用することで、今までの学習の振り返りが行えます。以下の 

学習を参考にしてください。 

 ①今までの学習を「ワーク」や「単元のまとめプリント」を用いて振り返る。  

 ②２年生は「とちぎっ子調査」で使用した「フォローアップシート」の復習を

再度行う。 

 ③今までの定期テストや実力テストの問題をやり直す。 

 

３ ３年生学年末テスト、１・２年生実力テスト 
  

冬休みが終わるとすぐに３年生の学年末テストが行われます。範囲は、冬休み前に学年より示されま 

すので、準備を進めましょう。１・２年生の学年末テストは、２月１８日（月）です。 

１校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時

３学年 数学 理科 英語 国語 社会 技　保

１月１１日（金）

  
なお、同日に１・２年生は実力テストが実施されます。１年間の総まとめのつもりで取り組みましょう。 

 宇都宮市  

肯定割合  

本校  

肯定割合  

と てもあ

てはまる 

まああて

はまる 

あまりあては

まらない 

あてはま

らない 

学校生活や自分の夢など家

の人と話すことがある 

７６．８ ７５．７ ４７．９ ２７．８ １４．７ ９．７ 

学習や運動など自分の目標

を家の人が応援してくれる 

９０．０ ９０．０ ６６．８ ２３．２ ８．１ １．９ 

家の人は自分のよいところや

頑張ったところをほめてくれる  

８９．９ ９０．０ ６９．１ ２０．８ ７．３ ２．７ 

家の人はあなたに必要な注

意やアドバイスをしてくれる 

９０．４ ８９．２ ６８．０ ２１．２ ８．９ １．９ 

本校の生徒回答を見ると、ほとんどの項目で市や県と同等の数値ですが、「学校生活や自分の夢などを家の

人と話す」と回答する生徒の割合は、７５.７（1 年）～８０（２・３年）ポイントとなり、「将来のことを話す」は７１.

２（２年）ポイントでこれは県の平均より５ポイント高くなっています。学習について話すも８３．８（２年）ポイン

トで県より６．４ポイント高くなっています。一方気になるのが、１年生では「家の人が自分のよいところや頑張

ったところをほめてくれる」が９０，０ポイントでしたが、２年生で「ほめてもらいたいことをほめてくれる」が７

０．８ポイントとなっていることです。この数値は市より４ポイントほど低くなっています。結果として表れないこ

とも子どもたちは認めてほしいという気持ちを持っているのかも知れません。また、どの学年でも家の人とあ

まり話さないという回答もあることも気になります。 

冬休みには改めてお子様と向き合い、お子様の話に耳を傾け、学習のこと以外でも、例えば友達やクラス、

部活動など学校の話や、どんなことに興味を持ちどんな夢を持っているかなどを聞く機会を持たれることをお

すすめします。そして、お子様が何をほめてもらいたいかを察知され、十分に認め、ほめ、励ましてあげてくだ

さい。そうすることで、お子様の心が満たされ、頑張った自分に満足して自己肯定感を高め、次に向かうエネル

ギーを充電させていくことでしょう。生徒の学力の向上にはお家の方の理解や支えが重要なのは言うまでもあ

りません。 

 


